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１．研究計画の概要 
 
素粒子理論の標準模型の抱える階層性問題
（Hierarchy Problem）を超対称性を使う
ことで技術的に解決するものが超対称性標
準模型と呼ばれるが、この模型では標準模
型のもつスケールがなぜプランク・スケー
ルよりもずっと小さいのかを説明すること
ができない。また、超対称性による拡張に
伴い、多くのインプットパラメーターが現
れることになり、FCNC問題やCPの破れの
問題を抱えることになる。これらの困難を
克服しようと場の理論の立場から長い間研
究されてきた。この課題研究では、弦理論
の具体的なコンパクト化を通じてこれらの
問題の解決策を模索しようとする試みであ
る。これまでは、低エネルギーの立場から
見た場合のアプローチがほとんとであるが、
弦理論が我々の高エネルギー物理を記述で
きる枠組みであると仮定した場合には高エ
ネルギーからこれらの問題を捉える別の視
点をもつことが可能になる。このことが新
しい解決策を提示することを期待している。 
 
２．研究の進捗状況 
 
F‐Theoryを用いた GUT模型を現在研究中
である。この枠組みは素粒子の標準模型に現
れる結合定数に与える場の真空期待値を力
学的に完全に固定できる可能性をもつ有力
なものであり、このことは階層性問題にとっ
て有力な枠組みであることを示している。 
 
３．現在までの達成度 

現在までのところは、この F-Theory の枠組
みで湯川結合定数、また、そのフレーバーの
構造について丹念に研究を続けており、かな
りの理解を深めてきた。これは、FCNC問題
や CP問題にとって欠かせない理解である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
現在のF‐Theoryを用いたGUT模型の枠組
みで超対称性の破れを導入する試みを計画
している。このことは、本研究課題である階
層性問題に直結しており、実りある成果を得
たいと考えている。また、これに付随して、
この枠組みに特徴的なインフレーション模
型を明らかにしたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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